「ネット社会の歩き方」レッスンキット　指導事例集

「４８　当番の仕事」
１．指導対象

　小学校中学年～中学３年生

２．教科・科目

　　道徳
３．指導意図

小中学校の新しい学習指導要領の「道徳」には「情報モラルに関する指導に留意すること」と記載されている。このことから、すべての教室で「道徳の時間」に情報モラルの授業が実施される。

本教材は小学校中学年の「道徳の時間」に用いる情報モラルの教材として開発したもので、学習指導要領道徳におけるねらいとしては「相手のことを思いやり，進んで親切にする」を設定し、情報モラル指導実践キックオフガイドのモデルカリキュラム表におけるねらいとしては「a2-1：相手への影響を考えて行動する」を想定している。
指導資料では、当番の仕事をきちんとしない同じ班の友だちの行動をとがめるために、その子に対する批判的な意見をクラスの他の友だちに伝えようと主人公がメールを書いたのだが、送信する前に一瞬ためらってしまってメールを送るか送らないか迷う姿が描かれている。この主人公の送信を迷い葛藤する姿を通して、メールの持つ社会的影響力の大きさや一度発信された情報は二度と回収したり取りもどしたりできないという情報社会の特性に気づかせたいと考えた。そして、主人公がなぜ迷っているのか葛藤する理由を考える中で、送信する、しないそれぞれの道徳的価値に気づき、もし自分が当事者だとしたらどちらの価値を優先するかなど役割取得を視点にして自分なりの意見を持たせたい。そして、異なる意見の友だちと討論し交流し合うことでより高次の道徳的実践力を身に付けさせたいと考えている。
４．指導目標

①情報を発信する際には、送る相手や書かれている人の気持ちになって内容を選びよりよいコミュニケーションに心がける
②一度発信されたメールは転送やコピーされて二度と回収できなくなるので、間違った情報や人を傷つける情報が含まれていないか注意する。

５．授業展開例

	学習活動
	教師の支援

	【導入】
メールの利用に関して、児童の日常生活の中で利用した例を発表させ、どのような経験があるか共有する
	メールの使い方で困ったことやとまどったことなど、児童の日常生活を元に導入する

	【展開１】

指導資料「当番の仕事」を読み取る

※それぞれの登場人物の行動や発言をきちんと読み取るようにする

指導資料を読むだけでなく、ストーリーを振り返り、誰がどのような発言をしたのか確認するためにデジタルコンテンツを視聴する（１～６）
	指導資料を配付し、一旦黙読させる。全員の黙読が終わってから、教師がもう一度範読する。

【考える手だて】

・メールは一度書いたらずっと残ってしまいます。誰かに送ると、別の人に転送されたりコピーされたりして、取りもどしたり回収したりすることができなくなります。このことから、メールをどのように使えばよいか、考えてみましょう。

・メールは文字を使って自分の気持ちや伝えたいことを相手に送ります。お互いの表情が分からないので、うまく伝わるかどうか分かりません。このことから、メールを書くときにはどのようなことに気をつければよいか考えてみましょう。

・おこったり、イライラしたときにメールを書くと、ついきつい言葉を使いがちになります。このようなときにはどうすればよいか考えてみましょう。

	【展開２】

指導資料に含まれる道徳的価値に気づく

※当番の仕事をきちんとやり遂げる責任感

※相手を思いやる優しい心情

デジタルコンテンツを視聴してそれまでの経緯や主人公の置かれた状況を確認する（７～９）
	メールを送信することには当番の仕事を責任を持ってきちんと果たすことの大切さが示され、送信しないことには友だちに対する思いやりや気遣いが含まれることを理解させる

【発問①】ケンタ君は一度書いたメールをどうすると思いますか。あなたの予想を考えてみましょう。また、なぜそのように予想したのか理由も考えましょう。

【発問②】予想をもとに学級で話し合ってみましょう。いろいろな人の立場に立って考えることができるといいですね。

	【展開３】

自分がケンタならメールを送信するかしないか考える

※二つの価値の対立と葛藤

※自分などどちらを優先させるのか

※他の人との意見の違いに気づく
	二つの価値が対立し葛藤する中で、自分としてはどちらの価値を優先するのか考え、またその自分の意見を他の友だちの意見と討論し合う

【発問③】学級で話し合ったことをもとにして、もしあなたがケンタ君の立場ならどうするか、その理由を考えましょう。①や②で考えたこととちがっていてもかまいません。

	【まとめ】

学習のまとめを行う
	教師の一方的な価値を鵜呑みにするのではなく、自分で考えることや自分で判断することの大切に気づく。


６．道徳教材としての留意点
　本教材は「道徳の時間」に用いる指導資料として作成したものである。学習指導要領道徳の解説には「なお，道徳の時間は，道徳的価値の自覚及び自己の生き方についての考えを深めることを通して道徳的実践力を育成する時間であるとの特質を踏まえ，例えば，情報機器の使い方やインターネットの操作，危険回避の方法やその際の行動の具体的な練習を行うことにその主眼をおくのではないことに留意する必要がある」と書かれている。道徳の時間は児童生徒の道徳的実践力を育成することに主眼が置かれるのであれば、教師の価値観を押しつけたり、禁止事項を一方的に守らせたりするのではなく、生徒が自分で考え自分で判断するプロセスが大切である。また、間違った行動をしたために結果的に取り返しのつかない結果を招く暗転型のストーリーを示すことで、間違った行動をしないように児童生徒に注意を促すことも、教師の価値観を押しつけることになるため、道徳の時間には適さないと考えられる。

本教材では、児童生徒が「送信する」を選んでも、「送信しない」を選んでも共に間違いというものはなく、それぞれに道徳的価値が含まれどちらも正解であることを示したい。むしろ、どちらを選ぶのか根拠を以て考えることが重要であり、そのような態度が「正解」となると考えたい。

また、学習指導要領道徳の解説には「指導に際しては，情報モラルにかかわる題材を生かして話合いを深めたり，コンピュータによる疑似体験を授業の一部に取り入れたり，児童の生活体験の中の情報モラルにかかわる体験を想起させたりする工夫などが考えられる」とあるように、自分の考えの根拠となる理由を明らかにしながら、学級内で異なる意見を交流させ討論させたり、疑似体験や生活経験を生かして情報社会の特性にも気づかせたりすることが大切である。
（指導資料）「当番の仕事」
	ケンタのクラスは、春にサツマイモの苗を植え、秋には芋掘りをして学級で焼き芋にして食べようと今から楽しみにしています。

ケンタ「早くイモが大きく育つといいね」

タクミ「焼き芋早く食べたいなぁ」

サクラ「そうね、今日は私たちの班が当番だわ」

ユウカ「がんばって水やりしましょう」

この日はケンタたちの当番だったので、放課後に班の仲間で学級の花だんに行こうとしていました。そのとき同じ班のタケルがランドセルを背負って帰ろうとしていました。

タケル「今日はちょっと用事があるから帰るね」

ケンタ「えぇ！今日は水やり当番だよ」

サクラ「そうよ」

タケル「ごめんね、じゃあ、お先に」

タケルは当番の仕事をせずに先に帰ってしまいました。残った4人で水やりや草引きをしながら、タケルの話になりました。

サクラ「タケル君はいつもこの調子で自分勝手なことばかりしているよね。」

サクラ「この前の給食当番の時も、いつも自分がやりたいことばかりして、後は何にも手伝わないんだから。」

タクミ「そうだね、一度みんなで注意ないといけないね。」

ケンタ「そうだねぇ・・」

当番の仕事が終わり、みんなで校門のところまで来たときにサクラが言い出しました。

サクラ「ねえ、明日のことクラスのみんなに報告しない？」

ケンタ「報告？」

サクラ「みんなに伝えるのよ」

ユウカ「そうね、みんなにタケル君が当番お仕事しなかったこと、聞いて欲しいわ」

タクミ「当番の仕事はみんなでするのがクラスのルールだからね」

全員賛成で、今日のタケル君のことをクラスのみんなに伝えることになりました。そしてサクラが付け足しました。

サクラ「ねえ、ケンタ君はケータイ持ってるんでしょ。みんなにメールで連絡したらどうかな？」

ユウカ「そうねえ。メールだと早くて簡単に、しかも一度にたくさんの人に伝えることができるよね。ケンタ君、メールを送ったら」

ケンタはみんなの意見に押されて答えました。

ケンタ「わかった、じゃあ家に帰ったらアドレスを知っている人にメールするよ」

自宅に帰ったケンタはクラスの友達にメールを書いてみました。

ケンタ「こんにちは。実は聞いてほしいことがあります。今日の水やり当番でうちの班のタケル君が用事があるといって何もせずに帰ってしまったんです。班のみんなも怒っています。それでこのことをみんなに伝えようということで、このメールを書きました。タケル君のこと、どう思いますか？ケンタ」

ケンタはすぐに送信せず、自分の書いたメールを読み返してみました。そして、送信しようかどうか迷ってしまいました。ケンタはどうすると思いますか。
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